
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病 院 だ よ り   2024 年 3月号  第 436号 

定年のご挨拶 昭和大学病院 緩和医療科 横山
よこやま

 和彦
かずひこ

 准教授 

本年度をもって定年を迎えられる先生から 

一つの節目として 

ご挨拶とメッセージをいただきました 

2022年4月に24年ぶりに昭和大学病院に戻って参り

まして2年あまりでの定年退職となりました。緩和医療科

の診療科長として多くの臨床医やスタッフや患者さんに支

えられながら職務を行えたのではないかと思います。 

一区切りの後、引き続き現職を行なう機会を頂けました。

様々な苦痛を抱えている方々のお力になれればと思い頑張

って参ります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願

い申し上げます。 

～ 医師人生を振り返って ～ 

「 一 期 一 会 」 

 

平成元年に医師となり、そのときは産婦人科医として歩き始めました。関連病院や昭和大学

病院で多くの指導者に教えを請い、研鑽しました。2001 年昭和大学横浜市北部病院の開院

スタッフとして医局の立ち上げに関われたこと、その後昭和大学藤が丘病院で臨床研修医制度

が始まり多くの研修医と接することができたこと、そしてなにより素晴らしい恩師や同僚、後

輩の先生方に医師にして頂いたことなどなど良い出会いが多くあったように思います。 

50歳を前にしていろいろ悩んだ末に第二の人生となる緩和医療を専門として再度スタート

地点にたちました。別れのある出会いにいろいろ考えさせて頂きました。こちらでは同僚やス

タッフだけでなく患者さんから多くの事を教えて頂きました。 

人生の始まりとそして終末期に寄り添う事ができて幸せだったと思います。 

 



  

 

ご紹介 定年者のご紹介 

ご挨拶いただいた先生以外にも、次年度以降もご勤務されますが、 

定年を迎える先生がいらっしゃいますので、 

一つの節目としてご紹介させていただきます。 

長きにわたる昭和大学病院でのご勤務、感謝申し上げます。 

 

昭和大学病院 

●呼吸器・アレルギー内科 相良 博典 教授 

●小児科 加藤光広 教授 

 

 

ご紹介 医学部教授 最終講義のご紹介 

定年を迎える呼吸器・アレルギ

ー内科 相良博典 教授の最終講義

が開催されます。 

 本学の教育職員等関係者を聴講

対象とさせていただいております

が、この場を借りてご紹介させて

いただきます。 

 

 

お問い合わせ先 

昭和大学学事部学務課 

TEL：03-3784-8022 

 

予告 さくらイルミネーションを行います 

3月より、昭和大学病院中央棟正面

玄関において、患者サービスの一環と

してさくらを模したイルミネーション

を開始予定です。 

ご来院の際は、ぜひご覧ください。 

※写真は去年の様子です。 



 

出動準備の様子① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院行事食のご紹介 トピック 

当院での食事は、医師の指示により病状にあ

った献立とし、行事食を取り入れた温かい食事

を提供しております。3 月は「ひなまつり」を

予定しております。今後も季節に合わせた行事

食をご提供してまいりますので、ご紹介いたし

ます。 

※写真は昨年のものです。 

令和６年能登半島地震に伴い 

（日本医師会災害医療チーム）JMAT を派遣しました 
お知らせ 

東京都医師会からの要請を受け、「令和 6 年能登半島地震」の被災地支援のため、昭和大学病院から

JMAT隊 1チーム（医師2名、看護師2名、業務調整員1名）が出動しました。 

2月 13日に昭和大学病院を出発し、参集拠点である JMAT能登北部調整支部（石川県鳳珠郡穴水町

にある公立穴水総合病院）にて14日（水）から17日（土）の期間、活動しました。 

 

出動の様子 出動の様子 

荷物積み込みの最終確認 
出動した JMAT隊（左から看護師：田畑慶喜、業務調整員：

片桐江美子（診療放射線技師）、看護師：小山愛樹、医師：

菊地一樹） 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピック 【1 月 29日（月）】当院職員に品川消防署から感謝状が贈られました 

1月 29日（月）、当院職員に対する品川消防署からの感謝状贈呈が行われました。 

これは、2023 年 11 月 11 日（土）19:30 頃、品川区東品川において、心肺停止状態に陥り生命の危

機に瀕していた傷病者に対し、当院循環器内科医師による迅速・適格な応急救護が実施された結果、救命に

至ったものです。 

本件に関して、品川消防署より当該医師に対してその功労を称え、感謝状が贈呈されました。 

感謝状を受け取る循環器内科 塚本 医師（左） 集合写真 

（左から：小林 副院長、臨床研修医 大島 医師、 
循環器内科 塚本 講師、品川消防署 堀川 署長、 

循環器内科診療科長 新家 教授） 

ご紹介 院内無料Wi-Fi のご利用について 

院内でご利用いただける無料Wi-Fi について、ご紹

介させていただきます。外来と入院病棟のいずれでも

接続可能となっておりますので、院内での待ち時間な

どに、ぜひご利用ください。 

 左記のQRコードを読み取ることで簡単にご利用

いただけます。QR コードの読み取りがうまくいかな

い場合には、Wi-Fi 名とパスワードを入力することで

もご利用いただけます。左のポスターは院内各所に掲

示しておりますので、お気軽にご利用下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エマルゴコース研修を開催しました お知らせ 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

2 月 3 日（土）昭和大学病院・附属東病院にて、「エマルゴコース研修」を開催いたしました。エマル

ゴコース研修とは、人形や医療材料を模したグッズを用いた机上災害訓練で、当院での開催は令和元年度

ぶり５回目となります。今回は、院内の教育職員31名と、全国から集まっていただいたインストラクタ

ーの方々とともに行なわれました。 

今回の訓練では、震度6の地震が発生し、その影響により、大井町駅付近で京浜東北線の脱線衝突事故

が起こるという想定で行われました。 

本研修は、自分の所属部門以外の部署の動きを経験することができます。参加者の事後アンケートでは、

「災害時に必要な情報、共有すべき情報について理解が深まりました。」「他部署との連携方法や必要性が

理解できた。」などの感想が多くあがりました。 

地域の災害拠点病院として、災害発生時には的確かつ迅速な対応が求められるため、今後もこのような

災害訓練を行ない、災害対策の意識を高めてまいります。 

新規配属 

 

異 動 

 

退 職 

 
学外施設から（2024年 3月 20日付） 

●リウマチ・膠原病内科 猪狩雄蔵 

附属施設へ（2024年3月１日付） 

●血液内科 佐藤友哉（江東豊洲病院へ） 

●糖尿病・代謝・内分泌内科 竹鼻伸晃（江東豊洲病院へ） 

2024年２月29日付 

●耳鼻咽喉科 丸山祐樹 

2024年 2月 15日付 

●血液内科 佐原寛隆 



 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

          

  

   

  

  

 

  

 

  

 

  

  

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                

                                

 

 

精神神経科医局の医師のみなさんへ 

 

各種官庁からの問い合わせ、外来の患者さん

の対応について主治医の先生だけでなく、診

療科の先生方がチーム一丸となってサポー

トをしてくれております。そのため、色々な

問い合わせや相談に迅速に対応することが

できています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

医師事務作業補助者が医師の事務

的サポートをしているので、医師は

丁寧な医療を提供できています。ま

た、待ち時間の短縮にも貢献してい

ます。 

トピック サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 47回） 

【患者さんに与えた良い影響】 

 

チーム力でサポートしていた

だいている為、患者さんの受け

皿も広く安心して受診してい

ただいています。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

眼科医局の医師のみなさんへ 

 

電子カルテ claio の操作方法や眼科特

有の手術オーダーが不明な時に丁寧

に教えてくださりありがとうござい

ます。 

薬剤師のみなさんへ 

 

皮膚検査(パッチテスト、内

服テストなど)の試薬の準備

をしていただいています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

  

使用できる薬剤の選定ができ、薬疹のリス

クを下げることができています。 

眼科医局の医師のみなさん 

薬剤師のみなさん 

精神神経科医局の医師のみなさん 



 

 

 

35

0 0

2

0

1

0
4

0

13

2

2023年3月号掲載分

ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

57件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他
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2022年度・2023年度ご意見・ご要望の

推移

大学病院・東病院（2022年度） 大学病院・東病院（2023年度）

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

本日診療に伺いましたが受付番号が通しにな
り、分かりにくくなっていました。今まではN
何番という風になっており、診察時刻の目安が
つき分かりやすかったので、元に戻すことはで
きないのでしょうか。 

ご不便をおかけし大変申し訳ございません。 
受付番号の発番形式変更につきましては、以前
の発番形式では複数の患者さんに同じ受付番
号が発番され、隣接する診察室への誤入室が発
生するという問題がありました。 
このような誤入室を防止する為、受付番号の発
番形式を通し番号に変更いたしました。 
お手数をおかけし大変申し訳ございませんが、
受付窓口にて診察順をご案内しておりますの
で、受付窓口にお問い合わせください。 

医
療
情
報
室 

患者に寄り添うリハビリでした。優しい先生方
に感謝しております。手術後ほぼ寝たきりにな
った94歳の父を毎日2回も親身にリハビリし
てくださり、歩けるようにしてくださいました。
父も喜び家族も喜んでいます。心から感謝いた
します。昭和大のリハビリ素晴らしいです。 

お礼のお言葉ありがとうございました。無事に
退院されて、日々の生活に戻ることができ、嬉
しい限りです。今後もリハビリテーションスタ
ッフ一丸となって、患者さんのために期待に応
えられるよう頑張っていきたいと思います。 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

セ
ン
タ
ー 

患者さんのご意見・ご要望 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月上旬に中央棟 1 階 正面玄関にて季節の飾り

付けを行います。 

 

今回のテーマは        の予定です。 

 

今後も季節に合わせて、飾り付けを行う予定です。 

ご来院の際は、ぜひご覧ください。 

※写真は昨年の様子です。 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆さまが読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員：入山 洸希、大江 克憲、大内 久美子、岡崎 靖子、鷲見 賢司、富田 英、並木 美加子、 
蜂須賀 綾香、林 直輝、本寺 哲一、村上 秀友、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、 
渡邊 聡（50音順） 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 
・高度医療の推進 
・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 
・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、
質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 
・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

編集後記 脳神経内科 教授 村上
むらかみ

 秀
ひで

友
とも

 

2023 年度の病院だよりも最終号を迎えます。子供のころから 3 月は別れと出会いの月であることを寒

さが緩んだ春の風と共に感じていました。大学病院においても多くの人事異動があります。慣れたスタッフ

が異動することに戸惑う患者さんの姿をみてきましたが、これまで日本の医療には担当者や主治医が常に担

当する、という文化がありました。しかし、この春の働き方改革でそのような文化にも転機が訪れるのかも

しれません。今後ともチームで患者さんや地域の期待にしっかりと応えていきたいと思います。 

 

予告 中央棟 1階 正面玄関に季節の飾り付けを行います 

発 行 昭和大学病院、昭和大学病院附属東病院 

発行責任者 昭和大学病院長 相良 博典 

編集責任者 広 報 委 員 長 山岸 昌一 

〒142-8666 東京都品川区旗の台1-5-8  

ＴＥＬ：03-3784-8000（代表） 
昭和大学病院 昭和大学病院附属東病院 


